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１．『 三方良し 』 とは

近江商人の家訓である、
「売り手良し、買い手良し、世間良し」が語源と
なっています。

・売るだけが目的にならないようにしたい
・お客様が喜ぶ顔をたくさん見たい
・社会の一歯車であっても、その責任を全うしたい
・社会に還元できる適正な利益を得たい

という思想から生まれた言葉であり、全てのビジネス
の基本となるものです。



２．公共事業の 『 三方良し 』 とは

公共事業の三方は
「発注者、受注者、利用者(国民)」

発注者 ： 発注者責任を全うする
受注者 ： 喜ばれる上に利益も上がる
利用者 ： 早く完成し、早く使えて、早く便利になる

みんなが幸福（プラス）：三方良し

３．公共事業の受注者・発注者に課せられた使命

良いものを、早く、安全に適切な価格で国民に提
供することが、使命だと考えます。
そのためには、受注者・発注者にメリットがあり、
お互いが取り組む事ができる共通の目標を持つこ
とが大切だと考えます。

速やかに工事を完成させる
（安全と品質確保が前提）

工 期 短 縮

共通目標



４．発注者による 『工期短縮』 の方法
従来は、監督職員が個々において 『現場を待たせ
ない』 『速やかに回答する』 ことを実施していました。
しかしながら、予見不可能な問題が発生した時、発
注者の意志決定に時間を費やし、実質工期が短くな
ることがありました。

従来の対応を、より組織的に、システム的なものと
し工事現場で発生する諸問題を迅速に対応する必
要があります。

即日回答（ワンデーレスポンス）

その解決策のひとつが

発注者の効果 受注者の効果

・自発的なOJT（職場内訓練）が
実践されコミュニケーションの向
上や技術の伝承につながる

経験・技術力・判断力
などの伝承

・発注者の「技術力」も必要となるた
め、学習や知識の蓄積が不可欠に
なる

・素早い対応を要求されることから
緊張感が生じ、業務に対する意識
の改革につながる

スピード感を要求され
ることによる緊張感や
意識改革

現場トラブル拡大の防止

報告・連絡・相談による情報共
有の実現

・受注者が綿密な施工計画に基づいて工程管理
をおこなうことは、不測の事態が発生した際の対
応が適切に行われることが期待できる

・トラブル発生の際のレスポンスタイムを短縮す
るばかりでなく、トラブルの拡大を防ぐことにもつ
ながる

・現場の問題点や進捗状況等の
情報が共有され、様々な視点から
の把握が可能となる

手持ちの減少による効率
的な現場施工の実現

・現場での手持ちが減少し効
率的な現場施工が可能とな
る

・回答日を予告することによ
り現場では、次の段取りが可
能となる

工事が円滑に行われ、工事工期が短くなることで

・周辺住民への工事の影響が少なくなる
・早く使えるようになる

行政サービスの向上

５．ワンデーレスポンスにより期待される効果

利用者の効果



６．国土交通省の取り組み

①① 平成平成1818年度に年度に北海道開発局北海道開発局にてモデル現にてモデル現
場を選定し場を選定しワンデーレスポンスワンデーレスポンスをを試行試行

②② 『『国土交通省直轄事業の建設生産システ国土交通省直轄事業の建設生産システ
ムにおける発注者に関する懇談会ムにおける発注者に関する懇談会』』の中間の中間
取りまとめ（Ｈ１８．９）で取り組みの一項目取りまとめ（Ｈ１８．９）で取り組みの一項目
としてとしてワンデーレスポンスワンデーレスポンスをを明記明記

③③ Ｈ１９．３にＨ１９．３に大臣官房技術調査課大臣官房技術調査課より地方より地方
整備局等に整備局等にワンデーレスポンスワンデーレスポンスのの実施に実施に
ついての通知ついての通知

７．中国地方整備局の取り組み方針
①①ワンデーレスポンスワンデーレスポンスの実施の実施
・原則として主任監督員１工事（約・原則として主任監督員１工事（約100100件：重要件：重要
構造物、現道上での工事を選定）構造物、現道上での工事を選定）
・一部の事務所では全工事実施・一部の事務所では全工事実施

②② 『『 工事監督におけるワンデーレスポンスの手引工事監督におけるワンデーレスポンスの手引
きき 』』 を作成を作成

・ 回答は、 『その日のうち（２４時間以内）』
・ 即日回答の困難なものは、 『 回答日 』 を
『その日のうちに』に通知
・ 現地において重大な問題が発生した場合
『 現地技術検討会（仮称） 』 の実施
・ フォローアップ の実施


